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世
界
に
広
が
る
自
然
農
法

は
じ
め
に

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
１
９
７
９
年

よ
り
本
格
的
な
自
然
農
法
の
普
及

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
自
然
農
法

の
研
究
開
発
、
普
及
、
生
産
、
流

通
販
売
、
家
庭
菜
園
、
食
育
、
環

境
問
題
な
ど
を
岡
田
茂
吉
財
団
・

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ

ズ
・
世
界
救
世
教
の
三
団
体
が
協

力
し
て
取
り
組
み
現
在
に
至
り
ま

す
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
、
自
然
農
法

が
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
活

動
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
、
各
団
体
の
紹
介
に
併
せ
て

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
自
然
農
法
の

広
が
り
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

岡
田
茂
吉
財
団

　

財
団
は
、
１
９
９
０
年
、
サ
ン

パ
ウ
ロ
市
か
ら
１
８
０
㎞
離
れ
た

イ
ペ
ウ
ナ
市
に
自
然
農
法
普
及
セ

ン
タ
ー
を
設
立
し
、
岡
田
茂
吉
研

究
セ
ン
タ
ー
・
自
然
農
法
事
務
局
・

自
然
食
課
を
配
置
し
て
、
農
家
や

企
業
全
般
に
自
然
農
法
の
普
及
活

動
を
進
め
、
今
日
の
活
動
に
至
っ

て
い
ま
す
。

岡
田
茂
吉
研
究
セ
ン
タ
ー

　

１
９
９
６
年
、
自
然
農
法
普
及

セ
ン
タ
ー
か
ら
岡
田
茂
吉
研
究
セ

ン
タ
ー
に
名
称
を
変
更
し
て
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
以
下
４

つ
の
研
究
を
中
心
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

①
土
壌
と
作
物
の
管
理

物
理
的
、
化
学
的
に
安
定
し
、

生
物
的
に
活
発
な
土
壌
に
す
る

た
め
の
技
術
研
究

②
育
種

自
然
農
法
栽
培
に
適
し
た
野
菜

ブ
ラ
ジ
ル
で
注
目
さ
れ
る

　  
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
る
自
然
農
法

や
穀
類
の
品
種
育
成
の
研
究

③
畜
産
飼
育
環
境

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
と
研
究
セ
ン
タ
ー

が
共
同
で
動
物
愛
護
を
考
慮
し

た
飼
料
や
飼
育
環
境
、
飼
育
技

術
な
ど
の
研
究

④
農
業
、
畜
産
へ
の
微
生
物
利
用

栽
培
環
境
や
飼
育
環
境
を
安
定

さ
せ
る
微
生
物
技
術
の
研
究

　

研
究
セ
ン
タ
ー
は
、分
析
ラ
ボ
、

実
験
室
、
栽
培
ハ
ウ
ス
（
60
ａ
）、

圃
場
（
８
ha
）
を
所
有
し
、ま
た
、

農
家
で
の
試
験
栽
培
を
通
し
て
研

究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

研
究
の
特
徴
は
、
各
分
野
の
研

究
者
が
協
力
し
あ
い
な
が
ら
共
同

で
研
究
を
進
め
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
の
中
で
種
を
採
り
、

連
作
し
て
い
く
こ
と
で
土
壌
と
作

物
の
質
が
向
上
す
る
と
い
う
、
岡

岡田茂吉研究センターイペウナ農場
トウモロコシ畑、ハウス、研究所施設、ＫＯＲＩＮ精肉場、飼料工場

太
田  

裕
司
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田
茂
吉
師
が
示
し
て
い
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
試
験
に
お
い
て

土
壌
の
物
理
性
が
改
善
さ
れ
、
柔
ら
く
通
気
性

に
富
み
、
有
用
微
生
物
が
活
発
に
活
動
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
で
は
、
連
作
が
可
能
で
乾
燥
に
強
く
、

実
に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
や
ア
ミ
ノ
酸
な

ど
、
人
や
家
畜
に
と
っ
て
重
要
な
栄
養
成
分
が

一
般
の
も
の
に
比
べ
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
現
在
、
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
が
指

導
す
る
２
軒
の
農
家
が
飼
料
用
と
し
て
生
産
し

て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

自
然
農
法
事
務
局

　

事
務
局
は
、
農
家
へ
の
個
別
技
術
指
導
や
講

習
会
を
通
し
て
、
社
会
へ
自
然
農
法
の
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
サ
ン
パ
ウ
ロ
郊
外
に
あ

る
世
界
救
世
教
の
グ
ァ
ラ
ピ
ラ
ン
ガ
聖
地
（
サ

ン
パ
ウ
ロ
人
気
観
光
地
第
９
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
）

に
は
、
自
然
農
法
を
体
験
で
き
る
よ
う
に
圃
場
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
内
外
か
ら
年
間
８
０
０
０

人
以
上
の
方
が
訪
れ
、
農
業
体
験
研
修
を
通
し

て
自
然
と
土
に
向
き
合
い
、
大
自
然
の
偉
大
さ

を
感
じ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

　

農
家
へ
の
普
及
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
農
家
に
土
壌
管
理
、病
害
虫
対
策
、

栽
培
管
理
な
ど
の
技
術
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
農
薬
の
使
用
量
が
６
年
連

続
世
界
第
１
位
で
、
過
剰
な
農
薬
使
用
が
環
境

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小

さ
な
家
族
農
家
は
、
肥
料
や
農
薬
な
ど
の
資
材

の
高
騰
に
よ
り
経
営
が
苦
し
く
、
後
継
者
問
題

も
出
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
自
然
農

法
は
資
材
コ
ス
ト
が
安
く
持
続
性
の
あ
る
環
境

保
全
型
農
業
の
モ
デ
ル
で
あ
る
と
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
自
然
農
法
の
実
践
者
と
な
ら
れ
た
農

家
が
、
地
域
モ
デ
ル
に
な
る
例
も
出
て
き
て
い

ま
す
（
写
真
３
）。

写真１
トウモロコシ試験圃場（上）
トウモロコシ種子の
発芽・発根（左）

写真２
グァラピランガ聖地での
自然農法研修の様子

写真３
自然農法実施農家圃場
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自
然
食
課

　

自
然
食
を
通
し
て
、
自
然
農
法
が
現

代
の
食
の
問
題
の
解
決
策
に
な
る
と
い

う
こ
と
を
、
消
費
者
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

楽
し
く
食
生
活
を
改
善
し
、
健
康
的

な
生
活
を
勧
め
る
た
め
に『
食
を
通
じ
、

幸
せ
に
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
岡
田

茂
吉
思
想
を
基
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
専
門
家
の
研
究
を
よ
り
深
め
、
そ

の
蓄
積
さ
れ
た
知
識
を
レ
シ
ピ
本
や
体

験
談
と
し
て
出
版
し
た
り
、
３
か
月
の

食
育
講
習
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
料

理
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
で
約
３
万
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
学
校
給
食

関
係
者
や
機
能
食
栄
養
士
、
レ
ス
ト
ラ

ン
シ
ェ
フ
な
ど
か
ら
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
食

育
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
評
価
さ

れ
て
い
ま
す
（
写
真
４
）。

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

　

健
康
な
土
に
よ
る
健
康
な
農
畜
産
物

こ
そ
が
、
人
類
が
生
き
て
い
く
た
め
の

大
切
な
基
本
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
ブ
ラ

ジ
ル
の
消
費
者
が
簡
単
に
入
手
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
の
目

標
で
、
農
業
・
畜
産
・
環
境
な
ど
の
業

種
に
分
け
事
業
と
し
て
普
及
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
１
９
９
４
年
に
農
畜
産
Ｋ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
を
設
立
し
て
食
料
品
分
野
で

展
開
を
は
じ
め
、
２
０
０
６
年
に
環
境

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
を
設
立
し
て
有
機
廃
棄
物

処
理
や
環
境
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

農
畜
産
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

　

農
畜
産
に
お
け
る
自
然
農
法
の
活
動

を
は
じ
め
て
か
ら
こ
の
20
年
間
で
、
Ｋ

Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
食
品
業
界
の

中
で
安
心
安
全
な
食
品
と
し
て
認
め
ら

れ
、
22
種
類
２
０
０
品
目
以
上
の
商
品

を
全
国
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
全
国
紙

の
新
聞
に
も『
主
婦
達
の
お
気
に
入
り
』

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

自
然
農
法
の
思
想
に
基
づ
い
た
商
品

を
開
発
生
産
す
る
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
は
、
環

境
保
全
型
持
続
性
企
業
と
し
て
ブ
ラ
ジ

ル
ア
メ
リ
カ
商
工
会
議
所
よ
り
“
エ
コ

プ
レ
ミ
ア
ム
”
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま

た
、
農
務
省
の
出
版
物
に
も
事
例
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
に
は
、鶏
肉
、

鶏
卵
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
豆
、
お
米
、

フ
ェ
ジ
ョ
ン
豆
、
キ
ャ
ッ
サ
バ
、
蜂
蜜
、

キ
ノ
コ
な
ど
の
商
品
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
牛
肉
で
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
と
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
の
販
売
が
は
じ
ま
り
ま
し

た
。（
写
真
５
）。

写真４　州立小学校での子供向け料理教室（左）と有機食フェスティバルでの講演会（右）

写真５
店頭に並ぶ KORIN チキン（上）
KORIN が委託しているブロイラー
生産者（右）



自然農法 vol.75　2016.11                                                            

45

環
境
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

　

環
境
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
（
Ｋ
Ｍ
Ａ
）

は
、
主
に
有
機
廃
棄
物
処
理
の
資

材
販
売
、
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
堆
肥
発

酵
促
進
剤
“
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
”
を
製
造
販
売
し
て
い

ま
す
。
こ
の
資
材
は
食
品
残
渣
、

庭
木
残
渣
、
農
業
廃
棄
物
、
家
畜

糞
な
ど
の
有
機
廃
棄
物
を
良
質
な

堆
肥
に
短
期
間
で
発
酵
分
解
す
る

こ
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
微
生
物
環
境
改
善
剤
Ｅ

Ｍ
Ｂ
Ｉ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、

食
品
工
場
や
家
庭
か
ら
出
る
汚
水

処
理
や
廃
棄
物
の
悪
臭
緩
和
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、有
機

廃
棄
物
の
生
物
性
高
速
減
容
シ
ス

テ
ム
で
は
、食
品
廃
棄
物
や
有
機
汚

泥
、都
市
ご
み
な
ど
の
問
題
解
決
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。
Ｋ
Ｍ
Ａ
は
、特

に
有
機
廃
棄
物
処
理
の
分
野
で
注

目
さ
れ
て
い
ま
す（
写
真
６
・
７
）。

ブ
ラ
ジ
ル
世
界
救
世
教

　

自
然
農
法
の
普
及
の
一
環
と
し

て
、
家
庭
菜
園
実
施
の
普
及
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
よ

り
活
動
の
一
つ
と
し
て
進
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
、

４
万
３
０
０
０
人
を
超
え
る
信
者

さ
ん
が
家
庭
菜
園
を
実
践
し
て
い

ま
す
（
写
真
８
・
９
）。

ま
と
め

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
自
然
農
法

の
普
及
は
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
の
活
動
は
、

ブ
ラ
ジ
ル
社
会
や
農
業
の
あ
り
方

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。
ブ
ラ
ジ
ル
の
環
境
保
全
型
農

業
、
有
機
農
業
発
展
の
歴
史
の
中

で
、
自
然
農
法
は
常
に
方
向
性
を

示
す
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
然
農
法
が
社

会
に
プ
ラ
ス
に
影
響
し
て
い
く
こ

と
で
、
一
つ
の
農
業
技
術
と
し
て

で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
社
会
を

つ
く
る
と
い
う
岡
田
茂
吉
師
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
世
界
中
で
さ
ら
に

求
め
ら
れ
る
時
代
に
な
っ
て
き
た

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

写真６　精肉加工場の排水処理写真７　食品残渣リサイクルの様子

写真８　家庭菜園講習会

写真９
鉢植えのワークショップ（上）
環境教育プログラム（下）

（
岡
田
茂
吉
財
団
　
自
然
農
法
担
当
）

微生物使用前

微生物使用後


